
パブリックコメント提出意見と県の対応及び考え方 

 

No 該当箇所 ご意見 県の対応及び考え方 

１ 改訂により

除外された

種 

多く見られることによって、除外・改訂されるの

はうれしいことです。（情報）不足に対しては、獣

害か温暖化等によるものか、わかるものについて

は、コメント付記していただければ幸いです。 

 

今後作成するレッドデータ

ブックの個別解説欄に、情報

不足に分類された種の「危険

要因（推定される減尐要因）」

について記載する予定です。 

２ 

 

同上 湿地の植物、ミミカキグサ、ホザキノミミカキグ

サ、ムラサキミミカキグサは、東濃地域の湿地に多

く分布するものである。 

これらの植物は湿地を保全するための唯一の植

物でもある。いずれも小型であり、群生するもので

あるが自生する湿地内にあっての個体数は多いが、

分布する湿地は尐ない。 

開発に対して最も弱い湿地の保全はそこに自生

する種の保存からはじまると考えられ、レッドリス

トに残すべき種である。 

 

 

 絶滅危惧種のランク付け

は、選定基準を設けています。 

東濃を含む東海地域に特有

な低湿地に固有あるいは準固

有の植物は、絶滅危惧種に入

れる方針で検討しました。 

ご指摘の種は他の地域にも

分布することにより外れるこ

とになりました。 

しかし、東濃地域の湿地に

特有な植物は指定されてお

り、該当地域は保全対象であ

ると考えています。 

３ 

 

同上  ＜キバナノレンリソウ＞  

除外理由は「海外からの導入種であることが判

明」となっているが、その根拠の論文を提示してほ

しい。   

伊吹山で織田信長がつくったとされる薬草園に

まつわる種だけに、初版のリストでも歴史的な意義

があるとの事でリストに入れた経緯がある。伊吹山

を共有する滋賀県レッドリストには収載されてい

る。 

 除外された種の保全のため、多くの自然が開発を

免れてきたことも考えてほしい。 

 

 

 マメ科分類の専門家によ

り、帰化植物とされています

【参考文献：日本の野生植物

（大橋 1981）】 

レッドリストは原則、野生

種に限定しているので、ご指

摘の種については、残念なが

ら除外しました。 

 しかし、伊吹山に限られる

野生種の多くは絶滅危惧種に

指定されており、地域の保全

に役立つと考えています。 

４ 

 

同上 選定対象要件外（高山植物）のオオレイジンソウ、

イブキジャコウソウ、ムシトリスミレ、ダケスゲ、

ミヤマヤナギの５種であるが、高山植物は生育地の

高山、亜高山地域で自生する種についての指定であ

る。 

何等かの理由によって高山植物が高山帯、亜高山

帯以外の地に自生する場合は、高山植物の指定は受

けないと思われ、特に顕著に自生する種について

は、指定したのであるが、この考え方は間違ってい

ないかと疑問を持った次第です。 

なお、ミヤマヤナギは高山帯以外には自生が認め

られていないと思うので除外しても可と思う。高山

植物に指定されているものは、一般地域で自生があ

っても高山植物の指定を受けるものですか？ 

 

 ご指摘のとおり、一般に高

山植物と呼ばれているもので

も、山地帯以下に生育する場

合があることが判明していま

す。 

今回の絶滅危惧種の選定

は、基本的に標本の存在をも

とに行っており、該当しなか

った植物がリストから外れて

いる可能性はありますので、

お気づきの点がありました

ら、情報提供をお願いします。 



５ 同上 オクヤマワラビは高山植物ではないのか。 検討しました結果、リストか

ら除外しました。 

６ 同上 ウスギムヨウランは同定が難しいので、扱いを慎重

にすべきである。 

検討しました結果、リストか

ら除外しました。 

７ 選定外種 

の追加 

ヒゲシバについて、生育状況等により、レッドリス

トに加えるべきである。 

生育状況の確認等により、Ⅱ

類に追加しました。 

８ 選定外種 

の追加 

セリモドキについて、生育状況等により、レッドリ

ストに加えるべきである。 

生育状況の確認等により、Ⅱ

類に追加しました。 

９ 選定外種の

追加 

ハナウドについて、生育状況等により、レッドリス

トに加えるべきである。 

生育状況の確認等により、Ⅱ

類に追加しました。 

10 

 

選定外種の

追加 

コバノヒルムシロについて、生育情報が寄せられて

おり、レッドリストから外すべきではない。 

検討しました結果、可能性は

あるものの現段階では確認で

きず、情報不足に追加しまし

た。 

11 

 

カテゴリー

の変更 

コミヤマミズについては、生育状況等により、Ⅱ類

から除外すべきである。 

生育状況の確認等により、準

絶滅危惧に変更しました。 

12 

 

カテゴリー

の変更 

コショウノキについては、生育状況等により、準絶

滅危惧より上のランクにすべきである。 

生育状況の確認等により、Ⅱ

類に変更しました。 

 


